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平成２６年度
寒川町地域包括支援センター運営事業実績報告書

平成２６年度は、個別ケース検討の地域包括ケア会議を定期的に開催することにより、日

常圏域・市町村圏域での地域包括ケア会議開催にむけての事例の積み重ねを行いました。

また、ケアマネの会「おあしす寒川」に毎月参加し、ケアマネの資質向上支援、ケアマネ

同士の情報交換を積極的に図ることにより個別ケース検討の地域ケア会議に事例を提出しや

すい環境づくりに努めました。

その他、看護師がひとり暮らし高齢者等の自宅を訪問し、生活課題の相談・制度説明・介

護保険認定申請代行等を行い、支援を必要とする高齢者が介護保険制度について理解し、制

度利用につながるようアウトリーチの活動を積極的に行いました。

また、福祉・保健・医療の相談及び具体的な支援を担う、保健師・社会福祉士・主任ケア

マネジャーの３職種がそれぞれの専門性を活かすとともに、行政等関係機関との連携を図り

ながら、地域包括ケアに努めました。

（ ）内は前年度

１ 相談状況について
高齢者に対するワンストップサービスの拠点として、介護に関する相談のみではなく、

健康・福祉・医療・生活に関することについて、情報提供や継続的・専門的な相談・支援

を行いました。

また必要に応じて適切なサービスや機関・制度の利用ができるようにお話をお聞きして

案内・紹介に努めました。

①相談件数

来所 ９９２件 （８５８件）

電話 １，８８２件（１，６１２件）

その他※ ３９６件 （４３４件）

合計 ３，２７０件（２，９０４件）

※その他は，電子メール・FAX等にて受けた相談

相談内容（延べ数）

介護保険サービス ２，７６７件（２，５６６件）

介護保険以外の保健・福祉サービス ２１５件 （１８３件）

介護方法など ２２件 （２４件）

虐待・権利擁護 １６５件 （６６件）

介護保険の地域支援事業 １３４件 （１１３件）

ケアマネジメント等 ２２件 （ ３２件）

その他 １０４件 （１０３件）

合計 ３，４２９件（３，０８７件）
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相談者の区分

介護ｻｰﾋﾞｽ事業所職員 １，３２５件（１，２５１件）

家族 ５５７件 （４７７件）

本人 ４００件 （３８６件）

介護支援専門員 ３９１件 （３８７件）

関係機関・団体 ３８２件 （２１１件）

行政関係者 ９０件 （６９件）

民生委員 ７０件 （９６件）

近隣・知人 ３３件 （１４件）

その他 ２２件 （１３件）

合計 ３，２７０件（２，９０４件）

②時間外対応

１７時１５分以降の時間、土日祝祭日は職員３人が交代で携帯電話を持ち、転送電話に

より２４時間３６５日相談対応をしました。

１７：１５～ ３４件(３０件) ６：００～ ６件(１２件)

２０：００～ ２件 (２件) 休日 ４０件(３９件)

２２：００～ ０件 (２件) 合計 ８２件(８５件)

③訪問状況

＜延件数＞

介護保険を利用していない方への訪問 ２０９件（１１７件）

ケアマネジャーからの相談により訪問 １７件 （２６件）

二次予防事業対象者への訪問 ８５件（１０１件）

合計 ３１１件（２４４件）

＜実人数＞

介護保険を利用していない方への訪問 １１１件 （８２件）

ケアマネジャーからの相談により訪問 ６件 （１１件）

二次予防事業対象者への訪問 ４５件 （３６件）

合計 １６２件（１２９件）

④ひとり暮らし高齢者等訪問相談

＜延件数＞

相談 ７０件 （８１件）

説明・確認 ４８３件 （８５２件）

不在 ２５２件 （８０７件）

拒否・対象外 ２０件 （１０４件）

その他 ３２件 （８７件）

合計 ８５７件（１，９３１件）
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＜実人数＞

訪問対象者数 ６３５人 （７０４人）

訪問継続中（年１回） ５２１人 ８２％ （５０８人 ７２％）

同上（年２～３回） ２１人 ３％ （ ６１人 ９％）

留守等で会えていない ４１人 ７％ （ １２人 ２％）

対象外（同居等） ５２人 ８％ （１２３人 １７％）

２ 権利擁護業務
成年後見制度の利用支援あるいは日常生活自立支援事業の利用支援、また高齢者虐待や

消費者被害など、その他困難事例に対応し高齢者の尊厳ある生活の維持を図りました。

身体的虐待 １件 （２件） 消費者被害 １件 （６件）

経済的虐待 ２件 （１件） 困難事例 １１２件 （５１件）

精神的虐待 ３件 （０件） その他 ７件 （１件）

介護放棄 ３件 （０件） 合計 １６５件 （６６件）

成年後見制度利用 ３６件 （５件）

３ 地域連携・多職種連携等
ケアマネジャーに対する日常的個別相談、支援困難事例への助言等を行いました。

また、ケアマネジャーの事業所を定期的に訪問し、困難ケースや悩みごとの聞き取りを

行いました。

ボランティアグループや施設など地域における様々な関係機関とネットワーク構築に努

めました。

町との連携により認知症サポーター養成講座を各自治会や団体の協力により開催しまし

た。

①地域連携に係る会議 １３回（１２回）

認知症サポーター養成講座開催＝自治会、中学校他

②多職種連携に係る会議 ２回（０回）

民生委員児童委員協議会部会にて介護保険研修等

③ケアマネジャー支援に係る研修等の開催 ２回（１回）

ケアマネの会「おあしす寒川」にて地域包括ケアシステム研修

ボランティア連絡協議会とケアマネジャー研修会にてゲートキーパー研修

４ 会議等への参加
ケアマネジャーの支援のためサービス担当者会議への参加や介護サービス事業所連絡会

等へ出席し、関係事業所等との連絡調整を図りました。

①ケアマネジャーの主催する介護保険サービス担当者会議 ５回（２回）

②地域関係者主催の会議 １５回（９回）

③町介護サービス事業所連絡会 １５回（１３回）

事業所連絡会、ケアマネの会

④その他（他機関・団体等が開催する会議等）５１回（４７回）
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５ 広報活動等
地域包括支援センターの周知、認知症、成年後見制度等について広報紙面やホームページ、

窓口で普及啓発に努めました。

センターの広報 ４回 （４回）

権利擁護に係る広報 １回 （２回）

その他 １３回 （７回）

６ 包括ケア会議
困難事例等について多職種連携による会議を開催し、対応を検討しました。

困難事例 １０回（１０回）

虐待事例 １回 （０回）

その他 ０回 （０回）

７ 介護予防支援（要支援認定者）
要支援１、２と認定された方や支援が必要となるおそれの高い高齢者に対し、介護予防

サービスや介護予防事業の利用支援をしました。

（単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

支 包括 ７６ ７３ ７０ ７２ ７２ ６９ ７１ ６８ ６２

援 委託 １３ １３ １４ １３ １３ １４ １４ １３ １４

１ 計 ８９ ８６ ８４ ８５ ８５ ８３ ８５ ８１ ７６

支 包括 ７６ ８０ ７９ ７４ ７５ ８１ ７７ ８２ ７９

援 委託 ３１ ３１ ２６ ２７ ２７ ２７ ２９ ２８ ２８

２ 計 １０７ １１１ １０５ １０１ １０２ １０８ １０６ １１０ １０７

合 計 １９６ １９７ １８９ １８６ １８７ １９１ １９１ １９１ １８３

１月 ２月 ３月 ○委託先事業所（１５ヶ所）

支 包括 ５８ ５８ ６２ 神恵苑、新北陵病院、きくの郷、湘南東部総合

援 委託 １４ １３ １５ 病院、湘南在宅介護センター、ふれあいの森、

１ 計 ７２ ７１ ７７ つどい処さむかわ、ハピネス茅ヶ崎、新座市社

支 包括 ７８ ７６ ７４ 会福祉協議会、寒川ホーム、福寿草、横浜ケア

援 委託 ２５ ２６ ２８ オフィス、なごやか、エツエン、萩園ケアセン

２ 計 １０３ １０２ １０２ ター

合 計 １７５ １７３ １７９ ○延べプラン作成数２，２３８件（２，３３４件）
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８ 介護予防支援（二次予防事業対象者）
二次予防事業対象者事業健康つみたて教室は町の委託を受け、きくの郷において行われ

ました。地域包括支援センターは参加者に対して事業の説明をし、プラン作成や評価など

を行いました。

※二次予防事業対象者とは、生活機能が低下していて、介護が必要となる恐れのある６５

歳以上の高齢者のことをいいます。

プラン作成 ３２件（３６件）

作成に係わる訪問回数 延べ１０１回（延べ１００回）

訪問内容は、事業の説明、アセスメント、介護予防計画交付、評価等
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